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　数年ぶりに厚化粧した筑波山の雪もとけ，今日も四季
の織り成す美しい山脈は心の安らぎを与えてくれます．
特に霞ケ浦の湖面から遠くに望む連峰は絶景である．
　今，世界は，そして地球は急速な革命と環境破壊のな
かで模索と困惑の渦のなかにある．東欧の革命，貧しい
アジアの難民，豊かなテクノ日本，霧しい産業廃棄物．
一方医療社会の急速な進歩も，他方では生命倫理，脳
死，臓器移植，終末告知，尊厳死などの難問に直面して
いる．
　この時に巻頭言としてtcほどほどに一私の歌日記より
一” ﾆ題した西　満正先生の玉稿は的を得た御提案と考
えます．7句に及ぶ詩歌は以上の事柄を踏え，先生の医
療に対する態度，人生観を行間に見事に濃縮表現してい
ます．詠むほどに味わいを感じます．
　本号は原著12編，症例報告2編が掲載されている．
基礎から臨床まで各科に渡る専門分野の研究報告であ
る．編集委員，会員諸氏の御活躍と健康をお祈りいたし
ます．
　　　　　　　　　　　　　　　　（河北英詮　記）
医学会幹事会要旨（11月）
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第124回総会はシンポジウム主題：病院内，研究施
設内感染と題し，病理学（二），内科学（三），教室
の当番で12月2日（土）午後1時より開かれると
の報告があった．
臨床懇話会開催報告があった．
第194回：老年病学（平成元，10．17）
第195回：口腔外科学（平成元，11．16）
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評議員並びに幹事選出の報告があった．
編集状況の報告並びに編集について討議した．
48巻2号の巻頭言執筆候補者を東京女子医科大学
長吉岡守正氏に決定した．
医学会委員並びに同監事が委嘱された．
役員等が任期途中で定年を迎える場合の後任につい
ては，その都度考慮することになった．
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